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75,262 人（ー 67）
男　　　37,377 人（－ 32）
女　　　37,885 人（ー 35）
世帯数　30,817 世帯（＋ 1）
（　）内は前月との比較

人の動き【2019/1/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生 30　  　 転入   167

死亡 81　　   転出   183

今年の成人式実行委員を務めた新成人。自分の夢を自分の言葉で語れ、仲間の夢を応援する素敵な若者たちでした。
一人ひとりの夢が叶いますように。応援しています。



　

石
岡
市
役
所
新
庁
舎
の
竣
工
を

記
念
し
た
「
ふ
る
さ
と
石
岡
映
像

コ
ン
テ
ス
ト
」（
主
催 

石
岡
市
）

の
上
映
会
・
表
彰
式
が
12
月
22
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
受
賞

さ
れ
た
４
作
品
を
表
彰
し
、
最
優

秀
作
品
賞
に
は
市
と
協
賛
企
業
か

ら
賞
金
２
５
０
万
円
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
石
岡
映
像
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、石
岡
市
に
お
け
る
歴
史
・

風
土
・
文
化
・
伝
承
・
人
物
な
ど

か
ら
着
想
を
得
た
映
像
作
品
を
約

1
年
間
か
け
て
募
集
し
ま
し
た
。

応
募
が
あ
っ
た
の
は
全
部
で
14
作

品
。
映
像
制
作
の
専
門
家
な
ど
5

名
か
ら
構
成
さ
れ
た
審
査
会
に
よ

る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
左
欄
の

４
つ
の
作
品
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

４
作
品
は
、
１
〜
３
月
の
毎
週

末
、
本
庁
舎
多
目
的
ホ
ー
ル
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
今
後
は

Ｄ
Ｖ
Ｄ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
よ
る
各

公
共
施
設
へ
の
配
布
を
予
定
し
て

い
ま
す
。　

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
作
品
を
通
じ

て
「
日
本
人
の
心
」
や
「
日
本
の
ふ

る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
」
を
広
く
発

信
し
、
そ
の
価
値
に
つ
い
て
世
代
を

越
え
て
共
有
し
、
残
し
、
伝
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
、
さ
ら
な
る

上
映
の
機
会
を
設
け
、
受
賞
作
品

の
魅
力
を
広
く
内
外
に
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

石岡の「ふるさと」残し、伝える

受賞作品
〇最優秀作品賞
「獅子の道しるべ」
制作者：山本 尚

た か し

志 氏（東京都）
〇審査委員特別賞・石岡市観光協会会長賞
「Ishioka Heritage」
制作者：仲野 哲

てつろう

郎 氏（石岡市）
〇奨励賞
「土

つ ち ぐ も

蜘蛛の復活  黒
くろさかのみこと

坂命を召還せよ！」
制作者：
石岡第二高等学校「歴史は物語だ！」チーム
〇学生賞
「食、つなぐ想い
　-生産者の声 - 茨城県石岡市」
制作者：近松 栄

え い み

実 氏（東京都）
協賛企業（順不同）
㈱坂東太郎・㈱筑波銀行
㈱茨城新聞社・㈱産経新聞社

ふるさと石岡映像コンテスト  受賞４作品を表彰

　広報いしおか２月１日号　№３２０　　　２　　　　　　　

▲受賞した 4組と実行委員、審査委員の皆さん



\ ふるさと石岡ウィークエンドシアター開催中 /

獅子の道しるべ
最優秀作品賞

制作者：山本 尚志 さん

ジャンル：フィクション

作品時間：39分19秒

東京で暮らす果歩は妊娠を機に、夫・隆人
の実家である石岡へ引っ越すことを相談さ
れる。一方、隆人の弟・明人は夢を追いか
け東京へ出たいと思いながらも石岡で暮ら
している。来る者と、去る者。異なる両者の
視点を軸に、一つの家族の姿を描くヒュー
マンドラマ。

「
獅
子
の
道
し
る
べ
」
に

込
め
た
思
い

　

こ
の
度
、
制
作
し
た
「
獅
子
の
道

し
る
べ
」
は
、
石
岡
の
お
ま
つ
り
で

の
幌
獅
子
を
題
材
に
、
一
つ
の
家
族

の
姿
を
描
い
た
物
語
で
す
。

　

幌
獅
子
が
街
中
を
大
き
く
首
を

振
っ
て
先
導
し
て
い
く
姿
を
見
て
、

獅
子
さ
ん
も
、
も
し
か
し
た
ら
迷
い

な
が
ら
先
導
し
て
い
る
の
か
な
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
着
想
を
得
ま
し
た
。

そ
ん
な
幌
獅
子
と
主
人
公
た
ち
の
物

語
を
重
ね
、「
人
生
は
迷
い
な
が
ら

歩
ん
で
行
っ
て
も
い
い
」
と
い
う
こ

と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
込
め
ま
し

た
。

　

私
の
出
身
は
高
知
県
で
す
が
、
取

材
や
撮
影
を
通
し
て
石
岡
市
と
関
わ

る
こ
と
で
、
改
め
て
「
ふ
る
さ
と
」

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト
含
め
、
こ

の
企
画
に
出
会
え
、
そ
し
て
参
加
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
し
、
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
獅
子
の
道

し
る
べ
」
が
石
岡
市
に
貢
献
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
し
、
よ
り
た
く
さ
ん

の
人
に
こ
の
作
品
を
届
け
ら
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

日時／1月18日～3月22日の期間の
　　　金曜日 午後6時30分から
場所／市役所新庁舎 多目的ホール

　各回、受賞 4 作品のうち 2 作品を上映。
各回最後には第5回いばらきショートフィル
ム大賞作品「IMC」（Ark 監督・作品時間 16
分 30 秒）も上映します。スケジュールの詳
細は1月15日号もしく市ホームページから。
（入場無料・申込不要）
※先着 50 人で締め切りになりますので、ご
了承ください。
問秘書広聴課（広報担当）　☎ 23‒7275

最優秀作品賞受賞スピーチを
行う山本さん

　　　　　　　３　　　広報いしおか２月１日号　№３２０



ま ち の 話 題

ICT（情報通信技術）を使った教育の取り組み
児童らがテレビ会議システムを使って意見交換

二十歳を迎え、伝えたいのは「感謝の気持ち」
　石岡市の新成人 736 人の前途に幸あれ

　冬晴れの青空が広がる 1 月 13 日、石岡市民会
館で成人式典が執り行われました。今年、石岡市
で成人を迎えたのは男性 403 人、女性 333 人の
計 736 人で、式典に参加したのは 543 人。
　市内 6 つの中学校から卒業生代表 24 人が実行
委員を務めました。今年は八郷中の最初の卒業生
が新成人を迎えた年でもあります。９月から実行
委員会を開いて準備にあたり、今年は成長した姿
を見せたいと中学時代の恩師を来賓に招きました。
　実行委員長を務めた渡邉拓

た く み

望さんは新成人の意
見発表で「多くの人の支えでここまで来られたこ
とに感謝の気持ちでいっぱい。これまで受けた恩
に応えていけるような人生にしていきたいし、石
岡が発展するように力を尽くしたい」と、まっす
ぐな眼差しで会場の人々に語り掛けました。

（写真上段 渡邉拓望さん〔石岡中出身〕、写真下段、
意見発表をした山中浩平さん〔城南中出身〕、石
井諒さん〔園部中出身〕、髙橋裕

ひ ろ き

希さん〔八郷中〕）

  1
　 13

　県では 10 年程前から「教育情報ネットワーク」
が整備され、小中学校間がインターネットでつな
がり、テレビ会議が行えるようになっています。
市内の小中学校では、このシステムを使い、他校
の同級生と意見交換を行っています。
　11 月 27 日、高浜小の５年生と北小の 4・5 年
生は、このシステムを使い学校紹介を行いました。
宮本裕美校長（高浜小）は「テレビ会議を通して、
外国の方とコミュニケーションをとる機会も作れ
たら」と話します。
　府中中学校区（府中中・府中小・杉並小・北小）
では、このシステムを活用し、12 月 19 日、テレ
ビ会議を開催し、いじめ防止に関する意見交換を
行いました。府中中学校区小中連絡協議会事務局
の佐藤猛彦校長（杉並小）は 4 校の児童・生徒ら
に対して「府中中学校区からいじめをなくしてい
きましょう」と呼びかけました。

 12
　 19

　広報いしおか２月１日号　№３２０　　　４　　　　　　　

▲高浜小でおこなわれたテレビ会議の様子

▲テレビ画面に写しだされた他校の児童らと意見交
換する杉並小の児童たち

◀記念品は佐藤あかりさん
（城南中卒業生）が、筑波山
と獅子をモチーフにデザイン
したクオカード



　

南
小
学
校
で
は

県
の
行
う
発
明
工

夫
展
に
毎
年
多
く

の
児
童
た
ち
が
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
６

年
生
の
羽
田
優
太

さ
ん
、
小
林
凌り

ょ
う
が雅

さ
ん
、
齋
藤
匠し

ょ
う
き樹

さ
ん
が
入
賞
し
ま

し
た
。
作
品
の
質
、

量
と
も
に
評
価
さ
れ
、
南
小
は
県
下
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
を
意
味
す
る
団
体
賞
も
受
賞
す
る
と
い
う
快
挙

を
報
告
す
る
た
め
に
、
市
長
を
訪
れ
ま
し
た
。
発

明
の
源
は
、
困
っ
て
い
る
人
を
見
逃
さ
な
い
優
し

さ
。
今
後
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
に
期
待
で
す
。

第 62 回茨城県発明工夫展で
南小学校が 2 年連続団体賞を受賞

12
   25

　

府
中
中
学
校
で

は
ふ
る
さ
と
学
習

の
一
環
と
し
て
、

１
年
生
で
石
岡
市

の
歴
史
に
つ
い
て

学
び
、
２
年
生
で

石
岡
市
の
現
在
を

学
び
ま
す
。
３
年

生
は
集
大
成
と
し

て
市
へ
の
提
言
を

行
っ
て
お
り
、
３
年
生
代
表
の
岡
本
春
文
さ
ん
、

金
子
桃
子
さ
ん
、
佐
久
間
星せ

い
ら来
さ
ん
が
市
役
所
を

訪
れ
、
根
本
博
文
副
市
長
に
提
言
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。
子
育
て
、
交
通
安
全
、
お
ま
つ
り
振
興
な

ど
、
幅
広
く
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

府中中 3 年生が
　ふるさと学習の成果として市へ提言

12
   14

　

交
通
安
全
母
の

会
は
、
発
足
以
来

52
年
に
わ
た
り
交

通
量
の
多
い
交
差

点
で
の
街
頭
活
動

な
ど
の
ほ
か
、
毎

年
２
０
０
０
個
に

お
よ
ぶ
啓
発
品
を

作
成
し
、
銀
行
や

公
民
館
を
通
じ
て

住
民
に
配
布
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
、
こ
れ
ら

の
功
績
に
よ
り
茨
城
県
交
通
対
策
協
議
会
か
ら
表

彰
を
受
け
、
そ
の
報
告
と
表
敬
の
た
め
市
長
を
訪

れ
ま
し
た
。
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
を
め

ざ
し
、
母
の
会
の
活
動
は
続
き
ま
す
。

茨城県交通安全県民大会にて、
石岡地区交通安全母の会連合会を表彰

11
   15

　

日
本
画
・
洋
画
・

彫
刻
・
工
芸
美
術
・

写
真
・
書
・
デ
ザ

イ
ン
の
７
部
門
に

２
４
０
点
の
作
品

が
出
展
さ
れ
、
42

作
品
が
市
長
賞
ほ

か
６
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。 

市
長
賞

に
は
、
鈴
木
京
子

さ
ん
（
日
本
画
）・
貝
塚
菜
那
さ
ん
（
洋
画
）・
岩

出
和
幸
さ
ん
（
工
芸
美
術
）・
杉
山
国
雄
さ
ん
（
写

真
）・
官
野
千
代
子
さ
ん
（
書
）
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。 

今
年
は
新
た
に
石
岡
市
美
術
展
の

審
査
員
が
展
示
作
品
の
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

支所 1 階「郷の風」で
石岡市美術展 に 920 人（11 月 5 日～ 11 日）

11
   11

12
　 19

石岡市での子育てを応援するために、
　子育てに関わる 100 人に、対面インタビュー

　石岡市では子育て環境の充実のために、新事業
の産後ケアを始め、1 歳未満の乳児の紙おむつ無
料、新婚・子育て世帯家賃助成、第 3 子以降の
保育料支援と給食費無料などを行っています。
　市に求められている子育て施策を探るため、こ
ども福祉課では、12 月～ 1 月にかけて保健セ
ンターや地域子育て支援センターなど６か所で、
100 人以上に対面インタビューを実施しました。
ここで出た意見は、来年度に策定予定の「子ども・
子育て支援プラン（第 2 期）」に反映されます。

　　　　　　　５　　　広報いしおか２月１日号　№３２０

石岡市は、より良い教育環境と、子育て世帯が暮らしやすいまちづくりを目指します



平成 30 年秋の叙勲等で、石岡市からは次の方々が
永年の功績により、晴れの栄誉に輝きました。

旭日小綬章
櫻井 富

と み お

夫氏
（元県議）

旭日単光章
櫻井 量

りょういちろう

一郎氏
（元上青柳区長）

藍綬褒章
鈴木 長

ち ょ う じ

治氏
（元農林業センサス調査員）

瑞宝双光章
倉持 敏

と し い ち

一氏
（元市消防司令長）

瑞宝双光章
金子 政

せ い じ

司氏
（元１等陸尉）

瑞宝双光章
髙木 信

し ん い ち

一氏
（元市消防監）

瑞宝双光章
真家 憲

の り お

雄氏
（元県警部）

瑞宝単光章
坂本 元

も と あ き

秋氏
（元日本郵政公社職員）

瑞宝単光章
山元 茂

し げ は る

治氏
（元３等空尉）

瑞宝単光章
平野 実

みのる

氏
（元３等空尉）

瑞宝単光章
植木 義

よ し あ き

明氏
（元３等海尉）

瑞宝双光章
加藤 雅

ま さ お

男氏
（元八郷町立小桜小学校長）

瑞宝双光章
菊田 寛

ひろし

氏
（元石岡市立北小学校長）

旭日章：国家または公共に対し功労の
あった方で、顕著な功績を挙げた方
瑞宝章：国家または公共に対し功労の
あった方で、公務などに長年にわたり
従事し成績を挙げた方
藍綬褒章：会社経営・団体での活動等
を通じて、産業振興、社会福祉等で優
れた業績を挙げた方や、統計調査員や
保護司、民生・児童委員、調停委員等
の事務に尽力した方

受 章 お め で と う ご ざ い ま す

善行 表彰

髙野 侑
い く こ

子氏

茨城県 表彰

津軽三味線演奏家として芸術
文化の振興に貢献するととも
に、いばらき大使として本県
知名度向上とイメージアップ
に貢献されました。

高齢者叙勲 --------------------------------------

秋の叙勲 -------------------------------------------------------------------------- 危険業務従事者叙勲 -----------------------------

秋の褒章 ------------

踊
よ う

 正
し ょ う た ろ う

太郎氏
（石岡市ふるさと大使）

昭 和 59 年 に 石 岡 市 民 間 交
通指導員に委嘱されて以来、
34 年間の永きにわたり、児
童生徒の登下校時の交通指導
に尽力されました。

全国のボランティアの善行
活動を称える一般社団法人 
日本善行会による表彰です

県勢発展に著しい功績
があった方を称える茨
城県による表彰です

危険業務従事者叙勲 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

※平成 30 年 11 月末時点で授与された方をご紹介しています。（順不同）

　広報いしおか２月１日号　№３２０　　　６　　　　　　　

叙勲・褒章



愛称募集
石岡市役所・八郷総合支所
「多目的ホール」

　平成 31 年 1 月 4 日に開庁した市役所本庁舎の１
階に、市民の皆さまに開かれた庁舎の象徴として「多
目的ホール」を設置しました。
　また、同時に空きスペースとなった八郷総合支所
の旧議場を市民の皆さまのための「多目的ホール」と
して位置づけます。上映会やミニコンサート、展示な
どが行える、これらのホールがより多くの皆さんに
親しまれる場所となるよう、広く愛称を募集します。募集期間：２月１日金～２月20日水

〇応募資格／年齢や居住地は問いません。
〇募集期間／２月１日金～２月 20 日水〔必着〕
　　　　　　※郵送の場合、当日消印有効
〇応募方法
　応募用紙に記入の上、下記へ応募してください。
　※応募用紙は本庁・支所・ホームページなどか　　　
　　ら入手可能です。
〇応募先
①直接持参する場合
　石岡市役所　　管財課（市役所２階）
　八郷総合支所　総務課（総合支所３階）
②郵送する場合
　〒 315-8640　石岡市石岡一丁目１番地１
　　　　　　　　石岡市役所 財務部 管財課
③ Eメールで応募する場合
　kanzai ＠ city.ishioka.lg.jp
　※件名は『石岡市庁舎多目的ホール 愛称募集』

※その他、応募に必要な条件があります
ので、必ずホームページを事前に確認し
てください。

石岡市役所多目的ホールは、市内在住・在勤者の利用
が可能です。利用の際には事前予約が必要です。詳し
くは管財課に相談してください。
問本庁舎多目的ホール：管財課　　☎ 23‒7294
　支所多目的ホール：支所総務課　☎ 43‒1111

囃子・獅子舞と共に出迎え
新庁舎オープン
　東日本大震災の影響で使用できなくなって
いた石岡市役所庁舎の建て替えが完了し、１
月４日、石岡市役所新庁舎の開庁式が行われ
ました。
　今回開庁した新庁舎は地下１階・地上３階
建て。免震構造を採用するなど地震に強い構造
となっているほか、２階には災害時の情報収集
を効果的に行う災害対策室を設けるなど、災害
に強い庁舎を実現しています。
　当日は、石岡のおまつり関係者・市民・議員・
職員含め総勢 300 名で新年の到来と新庁舎の
オープンを祝いました。

開庁式では、石岡囃子保存連合会・石岡獅子舞連合
会・国分町青年会女子部の皆さまに、式を盛り上げ
ていただきました。

　　　　　　　７　　　広報いしおか２月１日号　№３２０



情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所☎ 43–1111（代表）

「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」

▼
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
す

　
「
立
地
適
正
化
計
画
」
と
共
に
、

　

医
療
・
福
祉
・
商
業
等
の
施
策

　

と
連
携
し
、
交
通
施
策
を
進
め

　

る
た
め
の
計
画
の
素
案
へ
の
意

　

見
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間
／
２
月
１
日
金
～
14
日
木

公
表
場
所
／
1
都
市
計
画
課
（
本

　

庁
）・
2
道
路
建
設
課
（
支
所
） 

提
出
先
／
〒
３
１
５
・
８
６
４
０

　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

　

石
岡
市
役
所 

都
市
計
画
課 

　

℻
２
２
・
６
０
７
０

　

toshikei@city.ishioka.lg.jp 

問
1
都
市
計
画
課 

☎
２
３
・
５
５
２
３

------------------------------------------
「
石
岡
市
り
ん
り
ん
タ
ウ
ン
構
想
」

▼
自
転
車
を
活
用
し
、
市
民
の
健

　

康
増
進
や
交
通
手
段
の
確
保
、

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
地

　

域
の
活
性
化
な
ど
を
図
る
た
め

　

の
計
画
の
素
案
へ
の
意
見
を
募

　

集
し
ま
す
。

受
付
期
間
／
２
月
１
日
金
～
15
日
金

公
表
場
所
／
1
政
策
企
画
課
（
本

　

庁
）・
2
支
所
総
務
課
（
支
所
）

提
出
先
／
〒
３
１
５
・
８
６
４
０

　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

　

石
岡
市
役
所 

政
策
企
画
課

　

℻ 

２
２
・
３
６
８
４

　

kikaku@city.ishioka.lg.jp

問
1
政
策
企
画
課

☎
２
３
・
７
２
７
７

--------------------------------------

共
通
の
注
意
事
項

提
出
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
者 

提
出
方
法
／
任
意
様
式
に
住
所
・

　

氏
名
・
電
話
番
号
・
ご
意
見
等

　

を
明
記
の
上
、
郵
送
・
フ
ァ
ク

　

ス
・
メ
ー
ル
で
提
出
。 

そ
の
他
／
住
所
・
氏
名
等
の
個
人

　

情
報
を
除
い
た
結
果
は
後
日
、

　

Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
ま
す
。「
電
話
、

　

口
頭
で
の
意
見
」
や
「
提
出
期

　

間
内
に
到
着
し
な
い
、
提
出
資

　

格
ま
た
は
提
出
方
法
を
満
た
さ

　

な
い
も
の
」
は
受
付
で
き
ま
せ

　

ん
。
ま
た
、
意
見
に
対
す
る
個　

　

別
の
対
応
は
い
た
し
か
ね
ま
す

　

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

日
時
／
２
月
19
日
火　

午
後
１
時

　

30
分
か
ら
（
受
付
：
午
後
１
時　

　

～
午
後
１
時
25
分
）

場
所
／
石
岡
市
役
所 

本
庁
舎
２
階

　
　
　

２
０
１
会
議
室

内
容
／
石
岡
市
地
域
公
共
交
通
網

　

形
成
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

定
員
／
10
人
（
定
員
を
超
え
た
ら

　

抽
選
）

問
1
都
市
計
画
課　

　

☎
２
３
・
５
５
２
３

日
時
／
２
月
19
日
火　

午
後
３
時

　

30
分
か
ら
（
受
付
：
午
後
３
時

　

～
３
時
25
分
）

場
所
／
石
岡
市
役
所
本
庁
舎
２
階

　
　
　

２
０
２
会
議
室 

内
容
／
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

　

に
つ
い
て

定
員
／
10
人
（
定
員
を
超
え
た
ら

　

抽
選
） 

問
1
都
市
計
画
課

　

☎
２
３
・
５
５
２
３ 

※
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

　

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

都
市
計
画
審
議
会

　
　
　
　

   

傍
聴
者

募　集

公
共
交
通
政
策
会
議　
　
　
　

　
　
　
　
　

傍
聴
者

募　集

２
つ
の
計
画
へ
の

　

意
見
を
募
集
し
ま
す

募　集

石岡の景観資源について考えてみませんか
\ 筑波大学による今年度の研究成果報告。入場無料・申込不要 /　　　問1都市計画課☎ 23–5523

▶研究成果のパネル展示。両地区とも午前
11 時からと午後 1 時から報告会を行います。
八郷地区の里山景観（朝日里山そばまつり同時開催）

日時／２月 11 日月・
（展示）午前 10 時～午後 2 時 30 分

場所／朝日里山学校（柴内 630）
担当／山本 幸子 准教授（筑波大学）
石岡地区の歴史的景観
日時／３月３日日　

（展示）午前 10 時～午後 3 時
場所／レンタルスタジオＳ（国府三丁目５－７）
担当／藤川 昌樹 教授（筑波大学）

祝

▶市は、筑波大学と
共同で、平成 27 年
度から看板建築や里
山景観などに関する
調査研究を実施して
います。
　今年度は、里山景
観に合うように辻い
ちご団地の直売所を
改修しました（写真
❶）。写真❷は今年
度調査した市内の歴
史的建造物です。

　広報いしおか２月１日号　№３２０　　　８　　　　　　　

両計画の素案は、
市ホームページに
も公表しています。

❶

❷



▼
公
民
館
で
活
動
す
る
ち
り
め
ん

　

細
工
、
和
紙
人
形
同
好
会
の
作

　

品
、
八
郷
地
区
の
園
児
た
ち
の

　

作
っ
た
か
わ
い
ら
し
い
お
雛
様

　

が
勢
ぞ
ろ
い
。
３
月
３
日
に
は

　

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
の
公

　

式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
ば
ラ
ッ

　

キ
ー
」
も
登
場
し
ま
す
。

期
間
／
２
月
14
日
木
～
３
月
３
日
日

場
所
／
中
央
公
民
館

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

２
月
24
日
日
野
だ
て
・
ロ
ビ
ー
コ

　

ン
サ
ー
ト
（
コ
ー
ル
有
明
・
午

　

後
２
時
か
ら
）

３
月
３
日
日
午
前
９
時
30
分
か
ら

　

こ
ど
も
ひ
な
ま
つ
り
（
ワ
ー
ク

　

シ
ョ
ッ
プ
・
ひ
な
の
つ
ど
い
）

問
柿
岡
地
区
公
民
館
（
恒
広
）

☎
０
９
０
・
４
１
２
１
・
８
５
６
０

▼
交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
か
ら

　

受
け
た
傷
病
の
治
療
費
は
、
原

　

則
、
保
険
適
用
外
で
す
。
国
民

　

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
の
保
険
証
を
使
用
し
て
治　

　

療
を
受
け
る
場
合
は
「
第
三
者

　

行
為
に
よ
る
被
害
届
」
の
提
出　

　

を
お
願
い
し
ま
す
。  

問
1
保
険
年
金
課
（
国
保
）

　

☎
２
３
・
５
５
５
７

　

1
保
険
年
金
課
（
後
期
医
療
）

　

☎
２
３
・
７
３
１
８

------------------------------------------

お
詫
び　

１
月
１
日
号
15
ペ
ー
ジ

「
小
林
恒
岳
展
」
鑑
賞
会
の
記
事

で
、
先
着
順
で
受
け
付
け
の
記
載

が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
記

載
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

と
共
に
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

開
催
期
間
／
２
月
16
日
土

　
　
　
　
　
　
　

～
３
月
３
日
日

開
催
場
所
／
中
心
市
街
地
商
店
街

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト（
予
定
含
む
）

２
月
16
日
土
雛
巡
り
サ
ン
ド
市

２
月
21
日
木
第
11
回
石
岡
カ
フ
ェ

落
語
会
（
桂
歌
助
・
春
風
亭
一
花
）

２
月
23
日
土
香
丸
ひ
な
ま
つ
り
・

ま
ち
あ
る
き
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
in

い
し
お
か

２
月
28
日
木
・
３
月
１
日
金
・
２
日
土

御
幸
通
り
酒
場
巡
り

３
月
２
日
土
歴
史
の
ま
ち
歩
き

３
月
３
日
日
第
３
回
い
し
お
か
ひ

な
祭
り
（
石
岡
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
）

※
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
の
歴

史
絵
巻
情
景
飾
り
情
報
は
17
ペ
ー

ジ
。
期
間
中
、
石
岡
カ
フ
ェ
で
石

岡
市
所
蔵
作
品
展
を
行
い
ま
す
。

問
石
岡
商
工
会
議
所

☎
２
２
・
４
１
８
１

共済期間／４月１日～翌年３月 31 日（途中
　　　　加入は申し込み翌日から３月31日）
見舞金／死亡 100 万円、傷害２～ 30 万円、
　　　　身障 50 万円
※ 50 万円の身障見舞金は会員期間中の交通事故に
　よる傷害が原因で、その後１級または２級の身体
　障がい者となった時に、共済見舞金とは別に支払
　われるものです。
申込方法／会費を持参の上、下記４か所の受
　付窓口で申し込み。
受付窓口／まちづくり協働課（本庁）・
市民窓口課（支所）・恋瀬出張所・園部出張所

対象となる交通事故／国内の道路上を運行中
　の自動車・バイク・自転車等の接触・衝突・
　転落・転覆などの事故による人の死傷。
※故意や過失による事故。地震・洪水・暴風・その
　他の天災によって生じた事故などの場合には支払
　われないことがあります。見舞金の請求期間は事
　故の発生した翌日から２年以内です。事業所など
　団体で加入する方法もありますので、ご相談くだ
　さい。

問1まちづくり協働課（本庁）☎ 23-7304
　 2市民窓口課（支所）（内線 1112）

交
通
事
故
な
ど
の

届
け
出
の
お
願
い

お知らせ

第
13
回

　

い
し
お
か
雛
巡
り

イベント

第
14
回

柿
岡
の
ひ
な
ま
つ
り

イベント

県民交通災害共済で、安心への第一歩
\ 2 月 1 日金 から平成 31 年度加入受付開始  /　年会費／大人 900 円・中学生以下 500 円

　市では、第４回市
議会定例会で石岡市
教育委員会委員に柏
木陽子氏を任命する
人事案件の同意を得
て、任命しました。
任 期 は 平 成 30 年
12 月 22 日 か ら ４
年間です。

教育委員に
　柏木陽子氏を任命 

情報ネットワーク テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所☎ 43–1111（代表）

　　　　　　　９　　　広報いしおか２月１日号　№３２０



1
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
教
室

▼
初
心
者
や
身
体
が
硬
く
て
も
安

　

心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。
ゆ
っ

　

く
り
と
呼
吸
に
合
わ
せ
な
が
ら

　

ポ
ー
ズ
を
行
い
、
心
も
身
体
も

　

リ
ラ
ッ
ク
ス
へ
導
き
ま
す
。

日
時
／
３
月
１
・
８
・
15
・
22
・

　

29
日
（
全
5
回
・
金
）

　

午
後
1
時
～
2
時

講
師
／
岩
﨑 

加
奈
子
氏

2
ボ
デ
ィ
ケ
ア

▼
日
頃
の
身
体
の
歪
み
を
リ
セ
ッ

　

ト
さ
せ
、
筋
肉
の
疲
れ
や
身
体

　

の
調
子
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

歪
み
の
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

　

た
身
体
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
2
月
26
日
、
3
月
5
・
12

　

・
19
・
26
日
（
全
５
回
・
火
）

　

午
前
9
時
30
分
～
10
時
30
分

講
師
／
押
野 
輝
子
氏

3
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
バ
ッ
ク
作
り
教
室

▼
手
作
り
の
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を

　

使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト

　

バ
ッ
ク
作
り
を
し
ま
す
。

日
時
／
2
月
23
日
土

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

参
加
費
／
１
０
０
０
円

講
師
／
中
嶋 

亜
希
子
氏

4
布
ビ
ー
ズアク

セ
サ
リ
ー
教
室

▼
ち
り
め
ん
や
和
柄
生
地
を
選
び

　

く
る
く
る
巻
い
て
布
ビ
ー
ズ
を

　

作
り
ま
す
。
と
ん
ぼ
玉
や
天
然

　

石
を
合
わ
せ
て
革
ひ
も
の
ネ
ッ

　

ク
レ
ス
を
作
成
し
ま
す
。

日
時
／
３
月
13
日
水

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

参
加
費
／
６
０
０
円

講
師
／
比
企 

こ
ず
え
氏

情報ネットワーク
問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所☎ 43-1111（代表）

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766

ひ
ま
わ
り
の
館

講
座
　
受
講
生

募　集

日時／ 3 月 16 日土　午前 10 時～午後 2 時
受付：午前 10 時　出発：午前 10 時 15 分
集合場所／小美玉市役所本庁舎　駐車場　　
　　　　  （小美玉市堅倉 835）
対象／独身男性 35 歳～ 47 歳
　　　独身女性 30 歳～ 45 歳
※男性は石岡・小美玉市内在住在勤者のみ

定員／各 10 人（定員を超えた場合は抽選）
※最少催行人数（男女とも７人）に満たない
　場合は、中止する場合があります。
参加費／男性 2,000 円・女性 1,000 円
※ 3 月 12 日火午後４時以降のキャンセルは
　キャンセル料が発生します。
申込方法／ 2 月 5 日火～ 28 日木
　午後５時までに二次元コード
　から申し込み
問1まちづくり協働課
☎ 23-7304

▲申し込み
　はこちら

　広報いしおか２月１日号　№３２０　　１０　　　　　　　

婚活支援事業

イチゴの季節に見つける、新しい出会い

主催：小美玉市、小美玉市結婚推進事業実行委員会
共催：石岡地方結婚相談所運営協議会
　　　いばらき出会いサポートセンター

イチゴ狩りを楽し
んだ後は、摘んだ
イチゴでスイーツ
を作ります♪

（会場へはバスで
移動します）

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



２月 23日土
■歴史講演会
午前 10 時から「歴史の里 石岡に生きる」
講師／千葉 隆司氏（かすみがうら郷土博物館学芸員）
■実技発表
午前 11 時 15 分：国府太極拳（太極拳）
　　 11 時 45 分：カンターレひばり（オカリナ）
午後  １時 00 分：大正琴同好会（大正琴）
　　  １時 35 分：天毬の会（舞踊）
　　   2 時 05 分：練功十八法同好会（健身気功）
　　  2 時 35 分：リフレッシュ体操（講座生）
２月 24日日
■実技発表
午前  9 時 30 分 ：SHO-HEY&SAKURA クラス
　　　　　　　（キッズヒップホップダンス）   
　　10 時 00 分 ：楽しいコーラス（講座生）

　　10 時 30 分：ハーモニカ同好会（演奏）
　　11 時 00 分：ハッピーベル
　　　　　　　　（ミュージックベル）　
　　11 時 30 分：石岡ジャズクラブ（演奏）
午後  0 時 50 分：清藤会・さくらんぼＧ（舞踊）
　　  1 時 35 分：石岡混声合唱団（合唱）
　　  2 時 05 分：フラガールズ（フラダンス）
　　  2 時 35 分：石岡シニアアンサンブル（吹奏楽）
■体験コーナー
午前 10 時～午後 3 時
常陸獅子頭彫刻・スポーツ吹矢・囲碁・将棋

■作品展示
午前 9 時 30 分

～午後 3 時 30 分
※ 24 日 は 午 後 3 時
まで。
問国府地区公民館　
☎ 22-2940

5
ガ
ラ
ス
ボ
ト
ル

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
教
室

▼
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
プ
リ
ザ
ー

　

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
と
専
用
の
オ
イ

　

ル
を
入
れ
て
作
る
、
観
賞
用
の

　

イ
ン
テ
リ
ア
フ
ラ
ワ
ー
で
す
。

①
３
月
24
日
日　

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

②
３
月
31
日
日　

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

参
加
費
／
１
０
０
０
円

講
師
／
中
嶋 

亜
希
子
氏

　
　
　

比
企 

こ
ず
え
氏

場
所
／
1
～
5
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

　

ひ
ま
わ
り
の
館

定
員
／
1
・
2
各
30
人
、
3
～
5

　

各
10
人

------------------------------------------

申
込
方
法
／
２
月
１
日
金
～
14
日

　

木
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し

　

込
み

注
意
事
項
／
定
員
を
超
え
た
場
合

　

は
抽
選
。
月
曜
休
館
日
。

問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ

　

り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

▼
茨
城
空
港
の
国
内
線
は
、札
幌
・

　

神
戸
・
福
岡
・
那
覇
、
国
際
線

　

は
、
上
海
・
ソ
ウ
ル
・
台
北
に

　

就
航
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
３
月
31
日
日
～
４
月

　

2
日
火
に
「
茨
城
‐
小
松
」
を

　

結
ぶ
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ

　

れ
、
兼
六
園
や
白
米
千
枚
田
の

　

絶
景
、
カ
ニ
や
能
登
牡
蠣
な
ど

　

の
海
の
幸
が
楽
し
め
ま
す
。

　

茨
城
空
港
は
無
料
駐
車
場
の
ほ

　

か
、
搭
乗
手
続
き
は
す
べ
て
１

　

階
で
で
き
、
ご
高
齢
の
方
や
お

　

子
様
連
れ
の
ご
家
族
に
大
変
好

　

評
で
す
。

　

ぜ
ひ
茨
城
空
港
か
ら
空
の
旅
へ

　

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
空
港
利
用
促
進
等
協
議
会

　

事
務
局

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
７
６
１

空
の
旅
は

茨
城
空
港
か
ら

お知らせ

▲日本三名園「兼六園」

　　　　　　　１１　　広報いしおか２月１日号　№３２０

国府地区公民館まつり
「学び体験の地域への発信」

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



▼
茨
城
郷
土
部
隊
史
料
保
存
会
で

　

は
、
戦
争
に
関
す
る
貴
重
な
史

　

料
の
散
逸
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

　

収
集
・
保
存
や
展
示
す
る
こ
と

　

に
よ
り
後
世
に
継
承
し
、
戦
争

　

の
惨
禍
と
平
和
の
尊
さ
を
考
え

　

る
場
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

旧
陸
海
軍
に
関
す
る
遺
品
や
写

　

真
な
ど
の
史
料
を
お
持
ち
の
方

　

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

問 

茨
城
郷
土
部
隊
史
料
保
存
会

　
（
大
高
）

☎
０
２
９
・
２
５
４
・
３
５
２
０

　
（
℻
兼
用
）

▼
相
続
登
記
の
相
談
を
２
月
の
１

　

か
月
間
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

　

く
）
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

実
施
場
所
／
県
内
の
各
司
法
書
士

　

事
務
所

申
込
方
法
／
各
司
法
書
士
事
務
所

　

へ
事
前
に
申
し
込
み

問
茨
城
司
法
書
士
会

☎
０
２
９
・
２
２
５
・
０
１
１
１

▼
市
の
広
報
紙
「
広
報
石
岡
」
に

　

広
告
を
掲
載
す
る
事
業
者
を
募

　

集
し
ま
す
。

募
集
開
始
日
／
３
月
14
日
木

　

午
前
９
時
か
ら

※
午
前
９
時
に
受
付
順
を
決
め
る

　

く
じ
引
き
を
行
い
ま
す
。

受
付
場
所
／
石
岡
市
役
所
本
庁
舎

　

２
０
１
会
議
室

掲
載
号
／
５
月
１
日
号
～

　
　
　

２
０
２
０
年
４
月
15
日
号

　
（
全
24
回
）

広
告
内
容
／

１
日
号
…
１
段
４
枠（
半
段
８
枠
）

15
日
号
…
１
段
５
枠（
半
段
10
枠
）

※
１
段
・
半
段
ど
ち
ら
で
も
可
。

広
告
規
格
／

１
段
：
横
１
７
４
㎜
×
縦
45
㎜

半
段
：
横
84
㎜
×
縦
45
㎜

広
告
料
（
１
号
あ
た
り
）
／

１
段
：
２
万
円

半
段
：
１
万
円

印
刷
色
／

　

１
・
15
日
号
と
も
に
２
色
刷
り

問
1
秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
７
２
７
５

情報ネットワーク
問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所☎ 43-1111（代表）

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766

旧
陸
海
軍
の
史
料

を
集
め
て
い
ま
す

お知らせ

広
報
石
岡有

料
広
告

募　集

日時／2月19日火 午前 10時～正午
場所／八郷総合支所 2階
　　　里山カフェ「ゆいてらす」
内容／認知症について学ぼう（認知症サポー
　ター養成講座）
参加費／無料（希望者は「ゆいてらす」のメ
　ニューが注文可能です）
※事前申し込み不要です。当日直接お越しく
　ださい。

問石岡市地域包括支援センター
　☎ 35-1127

▶認知症の方やその家族、地域住民や専門職
　等誰でも気軽に参加できます。
　介護に関する相談や悩みごとなどを共有し
　てほっと一息できるカフェです。
　認知症とはどんな病気なのか、認知症の方
　への接し方や予防のレクリエーションを行
　います。

相
続
登
記
は

　
お
済
み
で
す
か

相　談

　広報いしおか２月１日号　№３２０　　１２　　　　　　　

第５回オレンジカフェ　「結
ゆい

」開催

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



▼
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と

　

将
来
に
対
す
る
不
安
な
ど
、
気

　

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
16
日
土

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

相
談
内
容
／
遺
言
、
相
続
、
農
地

　

の
有
効
活
用
、
各
種
行
政
手
続

　

き
な
ど

申
込
方
法
／
２
月
15
日
金
ま
で
に

　

電
話
で
申
し
込
み

問
茨
城
県
行
政
書
士
会

　

県
南
支
部
（
若
山
）

☎
４
３
・
０
５
３
６

日
時
／
２
月
12
日
火

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

※
受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら
。

場
所
／
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

（
つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８-

１
）

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

　

へ
電
話
で
申
し
込
み

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

☎
２
６
・
８
１
４
１

▼
ガ
ス
缶
・
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
完

　

全
に
使
い
切
り
、
屋
外
で
穴
を

　

開
け
て
ガ
ス
を
抜
い
て
か
ら
集

　

積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
と
火
災
事

　

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
な
お
、

　

穴
を
開
け
る
際
は
周
り
に
火
の

　

気
が
な
い
か
十
分
確
認
し
て
か

　

ら
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。

問
1
生
活
環
境
課

　

☎
２
３
・
７
３
０
１

　

八
郷
地
区
に
関
す
る
こ
と

　

2
総
務
課
（
内
線
１
３
３
８
）

▼
子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
が
、
廃

　

品
回
収
を
年
２
回
以
上
実
施
し

　

た
場
合
、
市
の
予
算
の
範
囲
内

　

で
、
回
収
重
量
１
㎏
当
た
り
４

　

円
の
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

　

今
年
度
実
施
し
た
も
の
は
、
必

　

ず
２
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
初
回
申
請
は
団
体
の
登
録
が
必

　

要
で
す
。

※
期
限
を
過
ぎ
て
の
申
請
は
受
け

　

か
ね
ま
す
。

補
助
金
申
請
に
必
要
な
も
の
／

①
取
引
業
者
伝
票
（
原
本
添
付
）

②
団
体
の
代
表
者
印

③
団
体
の
金
融
機
関
口
座
番
号
が

　

わ
か
る
も
の
（
通
帳
等
）

※
現
金
払
い
や
個
人
口
座
へ
の
振

　

込
は
原
則
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

　

事
前
に
団
体
口
座
の
開
設
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限
／
２
月
28
日
木
ま
で

問
1
生
活
環
境
課

　

☎
２
３
・
７
３
０
１

▼
八
郷
地
区
を
対
象
に
、
食
用
廃

　

油
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

　

職
員
が
自
宅
ま
で
伺
い
ま
す
。

　

希
望
者
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

回
収
日
・
地
区
／

①
２
月
21
日
木

柿
岡
・
小
幡
・
葦
穂
・
恋
瀬
地
区

②
２
月
22
日
金

瓦
会
・
園
部
・
林
・
小
桜
地
区

申
込
方
法
／
回
収
日
前
日
ま
で
に

　

電
話
で
申
し
込
み

問
2
総
務
課
（
内
線
１
３
３
５
）

▼
平
成
29
年
分
確
定
申
告
か
ら
、

　

医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
代
わ

　

り
に
医
療
費
通
知
の
原
本
を
添

　

付
す
る
こ
と
で
申
告
が
で
き
る

　

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
費
通
知
は
健
康
保
険
の
保

　

険
者
（
加
入
し
て
い
る
健
康
保

　

険
を
運
営
し
て
い
る
団
体
）
か

　

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
利

　

用
で
き
る
医
療
費
通
知
は
次
の

　

項
目
が
す
べ
て
記
載
し
て
あ
る

　

も
の
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
（
ま
た
は
そ
の
被
扶

　

養
者
）
の
氏
名
、
療
養
を
受
け

　

た
年
月
日
、
療
養
を
受
け
た
人

　

の
氏
名
、療
養
を
受
け
た
病
院
・

　

診
療
所
・
薬
局
等
の
名
称
、
被

　

保
険
者
ま
た
は
被
扶
養
者
が
支

　

払
っ
た
医
療
費
の
額
、
保
険
者

　

の
名
称

※
医
療
費
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い

　

な
い
療
養
分
の
医
療
費
控
除
を

　

す
る
場
合
は
、明
細
書
の
記
入
、

　

添
付
及
び
５
年
間
の
領
収
書
保

　

存
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
土
浦
税
務
署

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
１
１
０
０

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

相　談

ガ
ス
缶
・
ス
プ
レ
ー

缶
の
処
分
方
法

お知らせ

食
用
廃
油
の
回
収

を
実
施

お知らせ

障
が
い
者

就
職
面
接
会

お知らせ

医
療
費
通
知
で

申
告
が
で
き
ま
す

お知らせ

資
源
ご
み
回
収
の

補
助
金

お知らせ

　　　　　　　１３　　広報いしおか２月１日号　№３２０
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情報ネットワーク
問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所☎ 43-1111（代表）

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766

　広報いしおか２月１日号　№３２０　　１４　　　　　　　

▼
臨
時
職
員
登
録
制
度
と
は
登
録

　

者
の
中
か
ら
条
件
に
合
う
方
を

　

選
考
し
、採
用
す
る
制
度
で
す
。

　

業
務
状
況
に
応
じ
て
随
時
、
書

　

類
審
査
を
行
い
、
面
接
に
よ
り

　

採
用
を
決
定
し
ま
す
。

※
登
録
期
間
内
に
必
ず
採
用
さ
れ

　

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
書
類
審

　

査
の
み
で
面
接
に
至
ら
な
か
っ

　

た
場
合
は
、
ご
連
絡
し
ま
せ
ん

　

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

賃
金
／

一
般
事
務
補
助
…
時
給
８
５
０
円

保
育
士
…

ク
ラ
ス
担
任
：
時
給
１
１
３
０
円

そ
れ
以
外
：
時
給
１
０
８
０
円

勤
務
時
間
／
７
時
間
45
分
以
内

　
（
１
日
）

提
出
書
類
／

　

市
指
定
の
履
歴
書
（
６
か
月
以

　

内
に
撮
影
し
た
顔
写
真
を
貼
付

　

す
る
）・
申
立
書
・
障
が
い
の

　

あ
る
人
は
身
体
障
害
者
手
帳

　
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・

　

療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
写
し

※
採
用
時
ま
で
に
資
格
証
明
書
・

　

健
康
診
断
書
等
を
提
出
し
て
も

　

ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

登
録
方
法
／
上
記
書
類
を
総
務
課

　

へ
持
参
ま
た
は
郵
送

登
録
期
間
／
受
付
日
か
ら
１
年
間 

雇
用
期
間
／
同
一
年
度
内
で
６
か

　

月
以
内
（
更
新
に
よ
り
最
長
12

　

か
月
以
内
）

※
履
歴
書
、
申
立
書
は
総
務
課
に

　

あ
り
ま
す
。
ま
た
市
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

問
1
総
務
課

☎
２
３
・
７
２
８
２

1
学
校
図
書
館
司
書

資
格
／
司
書
ま
た
は
司
書
教
諭
の

　

資
格
を
持
っ
て
い
る
人

募
集
人
員
／
13
人
程
度

内
容
／
学
校
図
書
館
の
設
備
・
運

　

営
、
読
書
指
導
等

勤
務
条
件
／
週
５
日
（
月
～
金
）

　

１
日
４
時
間
、
年
間
２
０
５
日

　

以
内

勤
務
校
／
２
校
兼
務
ま
た
は
１
校

　

専
任
　

報
酬
／
時
給
９
０
０
円

2
学
校
校
務
員

資
格
／
健
康
な
人

募
集
人
員
／
19
人
程
度

内
容
／
来
客
対
応
、
事
務
補
助
、

　

環
境
整
備
、給
食
業
務
（
搬
入
・

　

搬
出
）
な
ど

勤
務
条
件
／
週
５
日
（
月
～
金
）

　

１
日
５
．
５
時
間
、

　

年
間
２
０
５
日
以
内

報
酬
／
時
給
８
５
０
円

3
学
校
給
食
受
入
員

資
格
／
健
康
な
人

募
集
人
員
／
21
人

内
容
／
給
食
業
務
（
配
送
品
の
搬

　

入
・
搬
出
、
受
入
室
の
清
掃
な

　

ど
）

勤
務
条
件
／
週
５
日
（
月
～
金
）

　

１
日
４
時
間
、
年
間
１
９
５
日

　

以
内

報
酬
／
時
給
８
５
０
円

1
・
2
・
3
共
通

勤
務
期
間
／
４
月
か
ら
２
０
２
０

　

年
３
月
ま
で

面
接
予
定
／
３
月
上
旬

申
込
方
法
／
２
月
15
日
金
ま
で
に

　

履
歴
書
を
記
入
の
上
、
本
人
が

　

窓
口
ま
た
は
郵
送
で
提
出
。
通

　

勤
距
離
２
㎞
以
上
で
別
途
通
勤

　

手
当
あ
り
。
学
校
の
都
合
で
勤

　

務
時
間
の
変
更
あ
り

問
1
・
2
／
2
教
育
総
務
課

　
（
内
線
１
２
５
５
）

　

3
／
石
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
・
６
２
８
６

　

八
郷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
３
６
・
５
２
５
２

受
付
期
間
／

　

２
月
１
日
金
～
15
日
金

届
出
資
格
／
原
則
と
し
て
市
内
の

　

業
者
（
個
人
ま
た
は
法
人
）

給
食
物
資
／

１
．
鶏
肉
類
（
鶏
肉
・
鶏
卵
）

２
．
豚
肉
類
（
豚
肉
・
ハ
ム
・
ウ

　

イ
ン
ナ
ー
・
ベ
ー
コ
ン
）

３
．
豆
腐
類
（
豆
腐
・
油
揚
げ
・

　

こ
ん
に
ゃ
く
類
）

４
．
野
菜
類
（
生
野
菜
・
い
も
類
・

　

果
実
類
）

５
．乾
物
類（
小
麦
粉
・
ス
パ
ゲ
テ
ィ
・

　

マ
ー
ガ
リ
ン
・
ジ
ャ
ム
等
）

６
．
調
味
料
類
（
油
・
砂
糖
・
醤

　

油
・
味
噌
・
塩
・
ソ
ー
ス
）

７
．
冷
凍
食
品
（
冷
凍
食
品
・
冷

　

凍
野
菜
）

８
．
そ
の
他
（
デ
ザ
ー
ト
類
・
生

　

ク
リ
ー
ム
・
納
豆
等
）

提
出
書
類
／
１
．
給
食
物
資
納
入

　

指
名
参
加
願

２
．
市
税
完
納
証
明
書
な
ど

※
法
人
の
場
合
は
法
人
分
の
み
。

　

証
明
書
を
申
請
す
る
時
は
給
食

　

物
資
指
名
参
加
願
に
使
用
す
る

　

旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

３
．食
品
衛
生
監
視
票
の
写
し（
保

　

健
所
発
行
の
も
の
）

※
事
前
に
保
健
所
に
ご
依
頼
く
だ

　

さ
い
。

問
石
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
・
６
２
８
６

　

八
郷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
３
６
・
５
２
５
２

学
校
で
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

募　集

市
役
所
・

臨
時
職
員
登
録
制
度

募　集

給
食
物
資
の

納
入
事
業
者

募　集

市内の月間交通事故件数
【12/31 現在】
・発生件数…40 件（＋１）
・死者数……0 人（± ０）
・負傷者数…48 人（－１）
・物損事故…300 件（－４）
※（　）内は前年比
問石岡警察署 交通課☎ 28‒0110



▼
専
門
の
相
談
員
が
電
話
で
相
談

　

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

　

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

日
時
／
第
２
火
曜
日 

午
前
９
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時 

電
話
番
号
／
☎
４
３
・
６
６
５
５

　
　
　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

▼
気
軽
に
ス
ト
レ
ス

　

や
落
ち
込
み
度
を

　

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま

　

す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
周
り

　

の
大
切
な
人
の
心
の
健
康
を
守

　

る
た
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
県
で
は
知
的
障
が
い
者
の
職
業

　

的
自
立
を
支
援
す
る
た
め
同
学

　

院
内
で
就
職
の
た
め
の
知
識
・

　

技
能
習
得
の
た
め
の
職
業
訓
練

　

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

訓
練
期
間
／
４
月
～
９
月

授
業
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
、
作

　

業
服
代
等
は
実
費
負
担
）

訓
練
内
容
／
Ｏ
Ａ
実
技
、
販
売
、

　

清
掃
業
務
、
生
活
習
慣
の
確
立

　

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

　

を
高
め
る
社
会
適
応
訓
練
、
企

　

業
で
の
実
習

定
員
／
10
人

応
募
資
格
／
軽
度
の
知
的
障
が
い

　

者
（
療
育
手
帳
を
持
つ
人
等
）

応
募
期
限
／
２
月
12
日
火

入
学
選
考
日
／
２
月
22
日
金

応
募
先
／
最
寄
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
県
立
水
戸
産
業
専
門
学
院

☎
０
２
９
・
３
０
０
・
５
２
２
１

情報ネットワーク・健康ガイド

公表資料／地域還元施設等整備基本構想（案）
資料の閲覧方法／ウェブサイト・霞台建設計
　画課・市役所 生活環境課（本庁）、総務課（支
　所）
提出方法／所定様式に必要事項を明記の上、
　構成市町の閲覧窓口または霞台に持参、郵
　送（〒 311-3433 小美玉市高崎 1824-2 霞
　台厚生施設組合 建設計画課宛）、ファクス、
　E-mail
注意事項／電話でのご意見はお受けできませ

ん。住所・氏名等の個人情報を除いた結果は
後日ＨＰで公表される場合があります。「電話、
口頭での意見」や「提出期間内に到着しない、
提出資格または提出方法を満たさないもの」
は受付できません。また意見に対する個別の
対応はいたしかねますのでご了承ください。 

問霞台厚生施設組合 建設計画課
☎ 56–7773　℻ 26–8660
Email : kd-kensetsu@outlook.jp

高齢者福祉センター白雲荘に代わる
「地域還元施設」の基本構想への意見を募集します

募集期間は、2 月 4 日月～ 28 日木（郵送の場合は 2 月 28 日必着）

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の

電
話
相
談 

相　談

▶ 6 月上旬、対象年齢の方に個別
通知した無料クーポンの有効期間が
迫っています。
　子宮がん検診の対象は、21 歳女
性（ 平 成 9 年 4 月 2 日 ～ 平 成 10
年 4 月 1 日） 。乳がん検診（マンモ
グラフィ）の対象は 41 歳女性（昭
和 52 年 4 月 2 日～昭和 53 年 4 月
1 日） です。詳しくは無料クーポン
券をご確認ください。
※超音波検診の乳がん検診を希望す
る人は保健センターで「受診券」の
申請が必要です。

21 歳女性 ・41 歳女性の皆さん
子宮がん・乳がん検診
無料クーポン券の有効期間は
2 月 28 日木まで

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　ご
利
用
く
だ
さ
い

お知らせ

　　　　　　　１５　　広報いしおか２月１日号　№３２０

受診できる医療機関など
の情報はこちらから▶

石岡市では早期発見と定期検診の受診率
向上のために、市内在住の女性には子宮
がん・乳がん検診の受診を助成していま
す。一部自己負担と助成期間があります
ので、詳しくは市 HP をご確認ください。

平
成
31
年
度
入
学
選
考

水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院

募　集

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所☎ 43–1111（代表）　石岡保健センター☎ 24–1386



駅
伝
競
走　

男
子
３
・
４
年
生
の
部

優
勝
／
府
中
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

少
年
団
Ｃ

駅
伝
競
走　

女
子
３
・
４
年
生
の
部

優
勝
／
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

駅
伝
競
走　

男
子
５
・
６
年
生
の
部

優
勝
／
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

駅
伝
競
走　

女
子
５
・
６
年
生
の
部

優
勝
／
石
岡
南
Ｊ
Ｖ
Ｃ

第
２
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
大
会

11
月
30
日
・
石
岡
運
動
公
園
多
目

的
広
場

男
子
優
勝
／
本
多
謙
助

女
子
優
勝
／
飯
塚
直
子

月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
24
日
・
鹿
の
子
健
康
広
場

優
勝
／
ラ
ン
ド
ム
チ
ー
ム

第
53
回
石
岡
市
ふ
れ
あ
い
の
里
Ｔ

Ｂ
Ｇ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

11
月
28
日
・
ふ
れ
あ
い
の
里

男
子
優
勝
／
三
輪
薫
夫

女
子
優
勝
／
山
崎
美
代
子

第
24
回
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
会
長
杯

11
月
29
日
・
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
優
勝
／
菊
地
昭

女
子
優
勝
／
千
葉
初
子

--------------------------------------

お
詫
び
と
訂
正

▼
１
月
１
日
号
の
表
紙
に
記
載
し

　

た
人
口
（
12
月
１
日
時
点
）
に

　

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

総
人
口　

誤
：
７
５
３
３
０
人

　
　
　
　

正
：
７
５
３
２
９
人

転
入
数　

誤
：
２
１
４
人

　
　
　
　

正
：
２
１
３
人

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

情報ネットワーク・スポーツ情報

▼
２
０
１
９
茨
城
国
体
・
全
国
障

　

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
運
営
費

　

用
と
す
る
た
め
、
募
金
を
募
っ

　

て
い
ま
す
。
５
０
０
０
円
以
上

　

の
寄
附
を
さ
れ
た
方
に
は
、
も

　

れ
な
く
記
念
品
と
し
て
オ
リ
ジ

　

ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
と
ピ
ン

　

バ
ッ
ジ
を
贈
呈
し
ま
す
。

募
金
方
法
／
県
内
の
主
な
金
融
機

　

関
に
専
用
の
振
込
依
頼
書
を
用

　

意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　

金
融
機
関
の
窓
口
ま
で

税
制
上
の
優
遇
措
置
／

①
法
人
の
場
合
：
法
人
税
法
に
基

づ
き
、
寄
付
金
の
全
額
を
損
金
算

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
個
人
の
場
合
：
所
得
税
法

お
よ
び
地
方
税
法
に
基
づ
き
、

２
０
０
０
円
を
超
え
る
金
額
を
寄

附
さ
れ
た
場
合
は
確
定
申
告
を
行

い
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
寄
附

控
除
金
額
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
限
／
２
０
１
９
年
10
月
31

日
木

問
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
・

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
５
４
０
５

日
時
／
２
月
20
日
水

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
／
大
雅
荘
ひ
ま
わ
り
館
（
三

　

村
２
５
９
５
︲
２
）

内
容
／
石
岡
市
に
お
け
る
介
護
保

　

険
の
現
状
・
心
臓
病
を
詳
し
く

　

知
ろ
う
。（
昼
食
付
き
）

問
大
雅
荘
（
安
田
）

☎
２
４
・
０
７
３
１

第
32
回
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　

石
岡
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
大
会

11
月
25
日
・
石
岡
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
周
回
コ
ー
ス

個
人
競
走　

１
・
２
年
生
の
部

優
勝
／
長
谷
川
柚
子
花
（
東
成
井

Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）

 
２
０
１
９
茨
城
国
体
を

　

募
金
で
応
援
し
よ
う
！

募　集

第 12 回石岡つくばねマラソン開催
以下の区間で交通規制を行います

大会当日、以下の区間が、交通規制および
通行止になります。大変ご迷惑をおかけし
ますが、ご協力よろしくお願いします。

2 月 17 日日

規制区間：染谷地内丁字路（農道入口）　　
～下青柳交差点（旧八郷南中学校付近）
規制時間：午前 9 時～正午まで（予定）

問 石岡つくばねマラソン実行委員会事務局
（支所 スポーツ振興課内）
☎ 43-1111（内線 1232）

　

体
育
協
会

　
　

大
会
結
果

結　果    

介
護
技
術
講
習
会

　
　
　
　
　
　

参
加
者

募　集

「茨城国体募金」で
検索！

　広報いしおか２月１日号　№３２０　　１６　　　　　　　

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所☎ 43–1111（代表）　石岡運動公園☎ 26–7210



市
長
日
記

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ス

問
☎
２
７
・
５
１
７
１

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～

　

午
後
８
時（
木
曜
休
館
）

い
し
お
か
雛
巡
り

「
歴
史
絵
巻
情
景
飾
り
」

▼
情
報
セ
ン
タ
ー
特
設
の
ス

　

テ
ー
ジ
で
お
雛
様
た
ち
が

　

繰
り
広
げ
る
圧
巻
の
歴
史

　

絵
巻
で
す
。

期
間
／
２
月
16
日
土

　
　
　
　
　

～
３
月
３
日
日

※
情
報
セ
ン
タ
ー
は
３
月
10

　

日
日
ま
で
。

雛
巡
り
企
画

歴
史
ま
ち
歩
き

　
　
　
（
ル
ネ
ッ
散
歩
）

▼
中
心
市
街
地
の
歴
史
解

　

説
、
史
跡
を
巡
り
ま
す
。

日
時
／
３
月
２
日
土

　

午
前
10
時
か
ら

案
内
人
／
矢
口
輝
行
氏

（
石
岡
市
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

「
サ
ン
ド
市
」

今
月
は
16
日
土
開
催
！

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所
／
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン

タ
ー
・
中
心
街
の
店
先
を
お

借
り
し
て
、
趣
味
の
手
作
り

品
、
園
芸
品
な
ど
新
鮮
野
菜

が
並
び
ま
す
（
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集
中
）。

２
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

心
と
体
の
健
康
相
談（
不
定
期
）

▼
常
時
、
血
圧
が
測
れ
る
よ

　

う
に
血
圧
計
を
設
置
し
て

　

い
ま
す
。

折
り
紙
教
室　

２
月
23
日
土

※
今
月
は
場
所
が
「
み
ん
な

　

の
広
場
」
に
変
更
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

※
２
月
は
お
休
み
で
す

Vol.41

１
月
８
日
・
専
門
性
と
汎
用
性

 

「
舞
台
は
後
方
か
ら
で
も
足
元
が

見
え
る
高
さ
で
な
い
と
、
役
に
立

ち
ま
せ
ん
。
特
に
バ
レ
ー
や
ダ
ン

ス
、
日
本
舞
踊
な
ど
足
捌
き
が
見

ど
こ
ろ
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
と
低

過
ぎ
て
は
意
味
が
な
い
の
で
す
」

　

新
庁
舎
の
多
目
的
ホ
ー
ル
の
中

央
部
で
、
ベ
テ
ラ
ン
民
謡
歌
手
の

由
美
子
さ
ん
は
そ
う
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は

市
民
に
開
放
す
る
空
間
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
を
通
し
て
、

広
域
的
な
交
流
や
市
民
連
携
、
情

報
交
換
な
ど
地
域
活
性
化
の
拠
点

の
一
つ
と
な
る
よ
う
設
置
し
た
も

の
で
す
。

　

し
か
し
容
れ
物
は
出
来
た
け

れ
ど
も
、
内
容
を
受
け
入
れ
る

細
か
な
舞
台
装
置
や
小
道
具
は
、

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
10
月
ま

で
に
揃
え
、
正
式
に
市
民
に
開

放
す
る
予
定
で
す
。
ス
テ
ー
ジ

に
は
一
定
の
高
さ
が
必
要
で
、

音
響
装
置
に
は
演
奏
や
歌
唱
を

聞
け
る
パ
ワ
ー
と
品
質
が
求
め

ら
れ
、
映
像
を
鑑
賞
し
美
術
品

を
展
示
す
る
に
は
、
確
実
な
遮

光
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
最
低
の
条
件
で
す
。

 

「
専
門
の
舞
台
だ
っ
た
ら
、
市
民

会
館
に
任
せ
れ
ば
い
い
し
、
こ
こ

に
そ
の
レ
ベ
ル
は
要
ら
な
い
わ
。

あ
く
ま
で
も
多
目
的
ホ
ー
ル
だ
か

ら
、
汎
用
性
の
レ
ベ
ル
な
の
よ
」

そ
う
総
括
し
た
の
は
多
く
の
地
域

活
動
を
経
験
し
て
き
た
比
志
子
さ

ん
で
し
た
。

　

多
目
的
ホ
ー
ル
は
会
議
や
集
会

が
で
き
、
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
ミ

ニ
演
奏
会
や
作
品
展
、落
語
寄
席
、

ス
ポ
ー
ツ
集
会
な
ど
、 

市
民
が
自

発
的
に
気
軽
に
楽
し
み
な
が
ら
開

催
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
様
々

な
こ
と
が
で
き
る
万
能
ス
ペ
ー
ス

で
す
が
、
舞
台
装
置
の
目
測
を
誤

る
と
何
も
で
き
な
い
中
途
半
端
な

空
間
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

 

「
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
シ
ア
タ
ー
で

映
像
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
選
作
品
が

上
映
さ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
ア
ー

ト
作
品
の
展
示
も
予
定
さ
れ
て
い

て
、
に
ぎ
や
か
に
な
る
ね
」
と
は

実
行
委
員
の
一
人
で
あ
る
信
夫
さ

ん
の
言
葉
で
す
。
多
く
の
市
民
の

知
恵
と
力
を
得
て
、
新
庁
舎
に
魂

が
次
第
に
吹
き
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　１７　　広報いしおか２月１日号　№３２０

▲昨年の歴史絵巻は「竹取物語第２章門出～紀貫之
の心を旅する～」と題して子どもを亡くした老夫婦
の心情に迫りました。毎年趣向を凝らしてきた、歴
史絵巻シリーズも今年で 10 年を迎えます。



新
刊
図
書

　こ
の
一
冊

来
る
べ
き

　
　
　定
年
に
備
え
よ
う

　

定
年
と
い
え
ば
、
昔
は
60
歳

で
し
た
が
、
寿
命
が
延
び
今
で

は
定
年
も
延
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
の
森
永
卓

郎
さ
ん
が
教
え
る
、
年
金
の
範

囲
内
で
生
活
す
る
技
術
や
生
き

が
い
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を

ま
と
め
た
「
ビ
ン
ボ
ー
で
も
楽

し
い
定
年
後
」（
中
央
公
論
新
社
）

ほ
か
新
刊
多
数
入
荷
し
て
い
ま

す
。
定
年
後
は
図
書
館
で
ゆ
っ

く
り
読
書
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

図書館つうしん問 中央図書館　☎ 24‒1507

今
年
度
最
終
回
！

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　
　

   

募
集

▼
読
ん
で
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た

　

本
を
持
ち
寄
り
、紹
介
し
合
い
、

　

投
票
で
１
番
読
み
た
く
な
っ
た

　

本
を
決
定
し
ま
す
。 

日
時
／
３
月
３
日
日

　

午
後
２
時
〜
４
時 

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階

講
師
／
藤
原
龍
一
郎
氏
（
石
岡
市　

　

図
書
館
文
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 

対
象
／
市
民
・
広
域
利
用
者　

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
図
書
館
に
直
接
ま
た　

　

は
電
話
で
申
し
込
み
。

ご
注
意
／
当
日
は
紹
介
し
た
い
本

　

を
必
ず
１
冊
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

２ 

人
以
上
で
実
施
し
、
随
時
受

　

け
付
け
し
て
い
ま
す
。見
学
可
。

ガ
イ
、
コ
ワ
イ
、
チ
ー
ン

ト
。

　

皆
さ
ん
は
こ
れ
ら
の
方
言
の
意

味
を
ご
存
知
で
す
か
。

 

方
言
は
、
地
方
独
自
の
文
化
で

あ
り
、
生
活
に
根
ざ
し
た
話
し
言

葉
で
す
。
そ
の
た
め
通
常
は
文
字

で
表
記
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
先
祖
代
々
伝
わ
る
「
無
形

の
文
化
遺
産
」
で
あ
る
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
茨
城
弁
は
、
隣
県
の

栃
木
県
や
福
島
県
の
方
言
と
共
通

す
る
点
が
多
く
、
東
北
地
方
の
言

葉
の
影
響
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
茨
城
弁
の
特
徴
は

「
イ
」
と
「
エ
」
の
区
別
が
な
く
、

文
末
に
「
ペ
」
や
「
ベ
」
が
付
き
、

ア
ク
セ
ン
ト
が
尻
上
が
り
で
、
早

口
で
ま
る
で
怒
っ
て
い
る
か
の
よ

う
に
聞
こ
え
る
、
と
い
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
茨
城

弁
で
も
地
域
に
よ
っ
て
違
い
が
み

ら
れ
る
よ
う
で
す
。　
　

　

現
代
の
若
い
人
は
、
ほ
と
ん
ど

方
言
を
使
う
こ
と
は
な
い
よ
う

で
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
伝
統
文

化
と
も
い
え
る
財
産
が
、
い
つ
し

か
消
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
さ
え
感
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
方
言
を
考
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
歴
史
館
で
方
言
を
テ
ー
マ

と
し
た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

ご
じ
ゃ
っ
ぺ
・
い
が
っ
ぺ
・

そ
う
だ
っ
ぺ

―
茨
城
弁
と
石
岡
地
方
の
方
言
―

期
間
／
２
月
７
日
木
〜
５
月
６
日
月

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
（
石
岡

　

小
学
校
敷
地
内
）

開
館
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
４

　

時
30
分
（
月
曜
休
館
・
月
曜
祝

　

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

時の記憶
シリーズ 155

石岡地方の方言
問文化振興課（支所）
　☎ 43-1111
　　　　（内線 1324）

イ

【２月の休館日】 ４日月・11日月・12日火・18日月・25日月・28日木

中央図書館　
こども図書館 本の森

≪おはなし玉手箱≫
・２日土午前 10 時 30 分～
≪ひよこのおはなしかい≫
・14 日木午前 10 時 30 分～
≪おはなし会≫
・16 日土午前 10 時 30 分～

中央公民館
≪おはなしフレンズ≫
・９日土午後 2時 30 分～
--------------------------------------
※申し込みは不要です。すべ
て 30 分程度で、赤ちゃん連
れでも大丈夫です。安心して
お越しください。

２月の楽しいおはなし会 ◀第２木曜日のひ
よこのおはなしか
いを行う「なかよ
し」さん。4か月
児健診時に絵本の
読み聞かせを行う
「ブックスタート」
でも活躍中。赤
ちゃん向けの絵本
をたくさんご紹介
されていますよ～

▶昨年 8 月から、中
央図書館でも無料公衆
無線ＬＡＮサービスの
運用が開始しました。
▶中央図書館は、平日
夜午後 7 時まで開館
中。仕事帰りにご利用
ください。
▶最新情報は、図書館
ホームページから

図書館耳より情報

▲そそっらぽいてる人
（しみじみしないとい
う意味。八郷町史より）

知るほどに
おもしろい、
私たちの方言

　広報いしおか２月１日号　№３２０　　１８　　　　　　　



石
岡
俚
謡
会南　

台　

香
倶
耶
姫　

庭
に
七
輪　

炭
火
を
お
こ
し

　

殿
の
気
分
で　

秋
刀
魚
焼
く

総　

社　

暁　

夢
華　

わ
が
家
訪
う
度　

柱
に
背せ

い

を

　

孫
ら
競
っ
て　

つ
け
る
傷

南　

台　

平
井　

弥
生

秋
も
た
け
な
わ　

木も
く
せ
い犀

香
る

　

心
嬉
し
い　

散
歩
道

石　

岡　

関
口　

貞
夫

街
の
信
号　

赤
青
黄
色

　

守
る
良
い
子
の　

通
学
路

細　

谷　

髙
橋　

真
希

遅
刻
し
そ
う
な　

私
の
前
に

　

黄
色
信
号　

赤
に
な
る

貝　

地　

前
島
く
に
子

女
将
も
て
な
し　

お
世
辞
が
上
手

　

気
分
ほ
ろ
酔
い　

紅
葉
宿

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

文
豪
の
句
に
親
し
み
て
漱
石
忌

茨　

城　

金
山　

和
子

自
撮
り
す
る
カ
ッ
プ
ル
夢
中
紅
葉
山

東
光
台　

福
田　

泰
夫

寒
椿
母
の
生
き
様
道

み
ち
し
る
べ標

総　

社　

山
口
美
津
子

生
き
て
さ
え
い
れ
ば
良
き
日
も
冬
銀
河

旭
台　

四
日
市
ゆ
み
子

山
茶
花
や
散
り
て
ひ
ろ
が
る
緋ひ

も
う
せ
ん

毛
氈

や
さ
と
俳
句
会

柴　

内　

羽
生　

俊　

仕
合
せ
は
こ
ん
な
も
の
か
と
日
向
ぼ
こ

細　

谷　

松
崎　

淑
子

公
民
館
に
蕎
麦
打
つ
人
ら
年
の
暮

部　

原　

中
島
れ
い
子

せ
は
し
な
き
師
走
恒
例
句
会
か
な

俳
句

石
岡
短
歌
同
好
会

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

散
歩
よ
り
戻
り
し
犬
に
あ
ま
た
な

る
草
の
実
着
け
り
秋
深
ま
り
て

東
光
台　

内
田
千
代
子

葉
の
落
ち
し
楢な

ら

の
林
を
歩
み
ゆ
く

一
羽
の
烏
わ
れ
に
似
て
お
り

高　

浜　

大
嶋　

全
江

わ
が
庭
に
唯
一
さ
け
る
さ
ざ
ん
か
の

咲
き
た
る
も
良
し
散
り
敷
く
も
よ
し

真　

家　

川
崎　

夫
久

初
鏡
過
去
を
刻
み
し
し
わ
の
顔

北
府
中　

大
村
み
ち
ゑ

初
暦
巻
き
ぐ
せ
壁
に
反
り
返
り

大　

塚　

松
岡　

元
義

枯
れ
庭
に
野
分
の
舞
や
バ
ラ
一
輪

山　

崎　

荒
井　

幸
子

我
も
又
片
膝
に
痛
み
覚
へ
来
て
母

の
不
自
由
身
に
染
み
る
な
り

山　

崎　

鈴
木　

君
江

冬
草
の
あ
お
き
褥

し
と
ね

に
散
り
急
ぐ
栗
の

葉
ひ
す
が
ら
風
に
吹
か
れ
て

文芸いしおか

山　

崎　

若
色　

茂　

家
族
愛
の
ド
ラ
マ
を
目
に
し
そ
の
後

に
兄
と
け
ん
か
す
些
細
な
こ
と
で

八
郷
短
歌
会

月　

岡　

菱
沼　

む
免
子

瓶
に
差
す
皇
帝
ダ
リ
ア
の
華
や
ぎ
に

茶
の
間
明
る
く
し
ば
し
見
と
れ
り

柿　

岡　

小
林　

渥
子

年
末
は
つ
い
動
き
過
ぎ
ブ
レ
ー
キ

の
は
ず
の
齢

よ
は
い

も
歯
止
め
と
な
ら
ず

下　

林　

白
井
冨
喜
江

身
内
揃
っ
て　

銀
杏
の
並
木

　

介
護
行
き
来
の　

車
椅
子

石　

岡　

石
塚　

芳
華　

風
邪
の
注
射
も　

早
々
済
ま
せ

　

元
気
印
の　

冬
支
度

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文化協会だより
　排禍ばやし保存会は、毎年 7 月の第３日
曜日の片野八幡神社祇園祭で山車に乗り、奉
納地区内巡業をしています。また、10 月の
第３日曜日は片野八幡神社例祭日拝殿で「排
禍ばやし」を奉納しています。
　その起源は、永禄期に佐竹氏から片野城の
城主を任ぜられた太田資正が、武運を祈願す
るため片野に八幡神社を建立した際に奉納さ
れたおはやしが始まりという説があります。
　構成は、大太鼓・小太鼓・笛・鉦を同時に
演奏し、その調子に合わせて獅子舞・おかめ・
狐・ひょっとこ踊りが演じられます。
　現在、会員募集中です。小学生など初心者

は、毎週日曜日午後 1 時より片野集会所で
練習しています。ご入会お待ちしております。
会員／ 31 人　　年会費／ 3,000 円
問排禍ばやし保存会
　☎ 090-4455-0391（加藤 吉市）

第５回  排禍ばやし保存会

お
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わが家のアイドル

◀QRコードで簡単応募 !

須藤暖
はるの

乃ちゃん
（5か月）（旭台）

笑顔が最高の癒しで
す♡すくすく大きく
なってね♪

岩﨑歩
あゆむ

夢ちゃん
（5歳 9か月）

愛
あいり

麗ちゃん
（3歳 6か月）（若松）
仲良く遊んでいると
思うと喧嘩。でも本
当はお互い大好きな
んだよね。優しい子
に育ってね。

■市内在住の未就学児のお子さんの写真を
　広報紙に掲載しませんか？
■メールに写真を添付してお送りください。

平成 31年２月 1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎ 0299-23-7275　〒 315-8640 茨城県石岡市石岡一丁目 1番地 1
ホームページアドレス  http://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メール  kouhou@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。
　　環境にやさしい植物油インキを使用しています。

波山周辺地域や県北のそば団体が、自慢
の腕を競い合う「朝日里山そばまつり」

を開催します。

今年の参加団体は５つ
　団体ごとにそばの味に特色があり、食べ比べ
もオススメ。地元の特産品も味わえます。
❶朝日里山そば打ち会（石岡市）
　地元産のそば使用。そば打ち教室も行っています。
❷茨城県 麺類業生活衛生同業組合 土浦支部（土浦市）
　昭和 5年設立。そば店を営業する組合員たち
　が腕を振るいます。
❸下坂田そば愛好会（土浦市）
　子どもたちに教えるほか老人ホームなどでも
　そば打ちをしています。
❹笠間常陸秋そば研究会（笠間市）
　自分たちでそば栽培にも取り組むこだわり派！
　自家栽培のそば粉を使った自慢のそばです。
❺常陸そばの会（常陸大宮市）
　イベント出店の経験多数！粗挽き製粉した味
　と香りの確かなそばです。

筑

日時／２月 11 日月
　　　　午前 9時 30 分～午後 2時
場所／朝日里山学校（柴内 630）

無料シャトルバス運行情報
　朝日里山学校の駐車場は 100 台分を用
意していますが大変混雑が予想されます。
　そこで茨城県フラワー
パークから朝日里山学校ま
での無料シャトルバスを運
行します。運行時間は午前 9
時からで３台体制で運行し
ます。

問石岡市観光協会
　☎ 43-1111（内線 1136）

※なくなり次第終了です。お早目にご来場ください。
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